
　
ト
ン
ネ
ル
の
延
長
記

録
い
ろ
い
ろ
を
紹
介
し

ま
す
。

　
人
間
が
往
来
す
る
ト

ン
ネ
ル
と
し
て
世
界
最

長
の
も
の
は
、
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
で
あ
る
津
軽
海

峡
線
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
で
、
全

長
53
.
85
㎞
。
海
底
部
が
世
界

最
長
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
は
、
英

仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
で
、
全
長
50

.
49
㎞
、
海
底
部
長
37
.
9
㎞
。

世
界
最
長
の
鉄
道
の
山
岳
ト
ン

ネ
ル
は
、
ス
イ
ス
の
レ
ッ
チ
ュ

ベ
ル
ク
ベ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
で
、

全
長
約
34
.
6
㎞
。
日
本
最
長

の
狭
軌
鉄
道
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル

は
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
４
０
年
前

の
火
災
事
故
で
多
数
の
死
者
が

出
た
）
で
、
全
長
13
.
87
㎞
。

世
界
最
長
の
狭
軌
鉄
道
の
山
岳

ト
ン
ネ
ル
は
、
ス
イ
ス
の
フ
ェ

ラ
イ
ナ
ト
ン
ネ
ル
で
、
全
長
19

.
0
㎞
。
日
本
最
長
の
連
続
し

た
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
は
、
都
営

地
下
鉄
大
江
戸
線
で
、
光
ヶ
丘

〜
都
庁
前
〜
都
庁
前
の
全
線
が

該
当
し
、
40
.
7
㎞
。
世
界
最

長
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ラ
ル
ダ
ー
ル
ト
ン
ネ

ル
で
、
全
長
24
,
51
㎞
。
日
本

最
長
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
、
関

越
自
動
車
道
に
あ
る
関
越
ト
ン

ネ
ル
で
、
全
長
は
上
り
線
が
11

,
06
㎞
、
下
り
線
は
10
,
93
㎞
。

　
い
や
は
や
、
人
類
と
い
う
も

の
は
便
利
に
生
活
す
る
た
め
の

努
力
は
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
当
初
よ
り
発

生
し
て
い
た
ズ
リ
は
、
大
多
喜

側
の
道
路
整
備
箇
所
に
運
搬
・

敷
均
し
を
し
ま
し
た
。
運
搬
に

際
し
て
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
８
月
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
一

時
中
止
し
て
、
図
に
示
す
よ
う

な
「
イ
ン
バ
ー
ト
」
を
施
工
し

ま
す
。
　

　
イ
ン
バ
ー
ト
は
ト
ン
ネ
ル
側

方
か
ら
の
押
し
出
す
力
に
、
ト

ン
ネ
ル
が
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う

対
抗
す
る
た
め
に
施
工
さ
れ
る

も
の
で
す
。
一
般
に
地
山
が
堅

く
側
方
か
ら
の
ゆ
る
み
が
生
じ

な
い
よ
う
な
場
合
は
、
イ
ン

バ
ー
ト
は
施
工
し
ま
せ
ん
。
筒

森
ト
ン
ネ
ル
は
全
区
間
が
風
化

泥
岩
の
地
質
で
あ
り
亀
裂
が
あ

る
た
め
、
全
区
間
に
わ
た
り
施

工
し
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
生
コ
ン
を
使

用
し
ま
す
の
で
生
コ
ン
車
が
国

道
を
走
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
５
月
連
休
明
け
か
ら
掘
削
を

開
始
し
た
筒
森
ト
ン
ネ
ル
も
順

調
に
掘
り
進
ん
で
い
ま
す
。
掘

削
当
初
は
地
表
に
近
い
部
分
で

す
か
ら
風
雨
の
影
響
を
受
け
た

風
化
が
進
ん
だ
地
山
で
し
た
。

泥
質
土
に
近
い
ほ
ど
風
化
し
て

い
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

１
５
ｍ
程
度
の
区
間
で
し
た
。

そ
の
後
は
風
化
に
よ
る
亀
裂
が

発
達
し
た
泥
岩
が
続
き
ま
し
た

が
、
補
助
工
法
（
注
入
式
鋼
管

先
受
け
工
法
）
の
効
果
も
あ
り

大
き
な
抜
け
落
ち
も
な
く
掘
削

中
で
す
。
　

　
ま
た
、
地
表
面
沈
下
は
掘
削

当
初
か
ら
継
続
し
て
観
測
し
て

い
ま
す
が
、
事
前
予
測
値
を
上

回
る
よ
う
な
沈
下
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
７
月
初
旬
よ
り
ト
ン
ネ
ル
ズ

リ
は
、
君
津
側
の
道
路
整
備
箇

所
に
運
搬
・
敷
均
し
を
し
て
い

ま
す
。
　

　
運
搬
に
際
し
て
は
誘
導
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
る
筒
森

地
区
の
地
下
の
地
質
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
　

　
大
多
喜
町
を
含
む
夷
隅
地
域

の
地
層
は
一
般
的
に
「
上
総
層

群
」
と
呼
ば
れ
、
様
々
な
地
層

が
集
合
し
て
い
る
地
域
の
一
部

で
す
。
こ
の
中
で
「
太
田
代
層
」

と
呼
ば
れ
る
泥
岩
・
砂
岩
の
互

層
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
ト
ン

ネ
ル
が
通
過
し
ま
す
。

　
こ
の
層
は
約
２
５
０
万
年
前

か
ら
４
０
万
年
前
に
海
の
中
で

堆
積
し
た
泥
が
、
海
底
隆
起
に

よ
り
地
表
に
現
れ
た
も
の
で

す
。
化
石
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん

が
地
中
の
微
生
物
を
起
源
と
す

る
天
然
ガ
ス
を
含
み
ま
す
。
事

前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は
天

然
ガ
ス
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
切
り
羽
で
は
雨
水
の
浸
透
に

よ
る
風
化
作
用
を
受
け
た
多
亀

裂
部
分
（
酸
化
に
よ
り
茶
色
と

な
っ
て
い
る
）
と
、
比
較
的
新

鮮
な
暗
灰
色
泥
岩
が
現
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
目
視
で
き
る
範

囲
だ
け
で
す
の
で
油
断
は
禁
物

で
す
。
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 筒森ﾄﾝﾈﾙ切り羽状況

大
多
喜
側
ズ
リ

　
運
搬
・
敷
均
し

 ｲﾝﾊﾞｰﾄｲﾒｰｼﾞ

起点方盛土完了状況

ト
ン
ネ
ル
内
の
様
子

君
津
側
ズ
リ

　
運
搬
・
敷
均
し

 ズリ運搬状況

地
質
に
つ
い
て


